基金拠出契約書
一般社団法人○○（以下「甲」という。）と○○○○（以下「乙」という。）とは、乙が行う基金の拠出に関して、以下のとおり契約を締結する。
第１条（基金の引受け）
　　乙は、甲が募集する基金（詳細は、別紙「基金募集要項」に記載のとおり。）について、次条以下の条項に従って引受けることを受諾する。
第２条（引受口数および拠出額）
　　乙が引受ける基金の引受口数およびその拠出額は、次のとおりとする。
　　　引受口数　　○○口
　　　拠 出 額　　金○○万円（１口につき金○万円）
第３条（拠出金の払込み）
　　乙は、平成○年○月○日（以下「払込期日」という。）までに、前条の金銭（以下「拠出金」という。）を甲の指定する銀行口座に振り込まなければならない。
第４条（相殺の禁止）
　　乙は、拠出金の払込みにかかる債務と甲に対する債権を相殺することができない。
第５条（基金の引受けの失効）
　　乙は、払込期日までに拠出金の払込みをしないときは、基金の引受けはその効力を失う。
第６条（拠出者の権利等）
　　基金の拠出者たる乙の権利および基金の返還手続きに関しては、甲の定款に定めるところに従うものとする。
第７条（基金利息の禁止）
　　甲は、基金の返還に係る債権には、利息を付することができない。
第８条（協議条項）
　　この契約に定めのない事項および解釈につき疑義を生じた事項については、甲乙誠意をもって協議し、円満に解決するものとする。
　この契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲および乙は各自記名捺印の上各その１通を保有するものとする。
平成○年○月○日
（甲）
　東京都○○区○○丁目○番○号
　一般社団法人○○
　代表理事　○○○　　　　　（印）
（乙）
東京都○○区○○丁目○番○号
乙野次郎　　　　　　　　　（印）
